
 

２
０
１
７
年
度
北
関
東
倶
楽
部

　
　
　
　
　
　
　
　

   

総
会
と
懇
親
会

　

２
０
１
７
年
度
の
総
会
と
懇
親
会
を

名
湯
・
水
上
温
泉
「
源
泉
湯
の
宿
・
松

乃
井
」
で
開
催
し
ま
す
。

　

関
東
南
部
よ
り
約
２
週
間
遅
く
、
群

馬
県
北
部
に
桜
前
線
が
到
着
し
ま
す
。

桜
に
限
ら
ず
可
憐
な
花
々
が
一
斉
に
咲

き
競
い
ま
す
。
都
会
の
喧
騒
を
忘
れ
て

花
と
緑
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
松
乃

井
は
当
倶
楽
部
の
会
員
が
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
旅
館
で
す
。

　

懇
親
会
の
み
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

期
日　

４
月
17
日
㈪
〜
18
日
㈫

　
　
　

総　

会　

16
時
〜

　
　
　

懇
親
会　

18
時
〜　

会
場　

水
上
温
泉　

松
乃
井

会
費　

１
５
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
宿
泊
費
・
懇
親
会
費
）

主
催　

北
関
東
倶
楽
部

担
当　

菊
池　

謙

　

☎
０
９
０
（
１
９
９
９
）
４
６
０
１

　
　

＊
桜
を
は
じ
め
各
種
の
花
々
の
見

頃
・
満
開
は
天
候
次
第
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

京
浜
工
業
地
帯
夜
景
ク
ル
ー
ズ
と

　
　
　
　
　
　

   

イ
タ
リ
ア
郷
土
料
理

　

数
年
前
か
ら
人
気
の
「
京
浜
工
業
地

帯
の
夜
景
」
を
船
か
ら
見
学
し
ま
す
。

夕
食
は
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
で
イ
タ
リ
ア
郷

土
料
理
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
、
飛
鳥
Ⅱ
の
17
時
出
港

風
景
を
見
送
り
ま
す
。
25
名
限
定
の
募

集
で
す
の
で
、
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

期
日　

４
月
28
日
㈮　

雨
天
決
行

集
合　

横
浜
山
下
公
園
大
桟
橋
入
口
前

16
時
30
分
厳
守

行
程　

横
浜
大
桟
橋
入
口
（
飛
鳥
Ⅱ
の

出
港
見
学
）　

夕
食
（
イ
タ
リ

ア
郷
土
料
理
）　

山
下
公
園
桟

橋　

京
浜
工
業
地
帯
夜
景
見
学

ク
ル
ー
ズ　

山
下
公
園
桟
橋

（
20
時
50
分
頃
解
散
予
定
）

　
　

＊
天
候
不
順
等
で
ク
ル
ー
ズ
船
欠

航
の
場
合
も
催
行
し
ま
す
。

定
員　

25
名
（
最
少
催
行
人
員
15
名
）

会
費　

７
０
０
０
円
（
乗
船
・
夕
食
・

保
険
・
写
真
代
込
）

　
　

＊
取
消
料
は
２
日
前
か
ら
50
％
、

当
日
100
％

締
切　

４
月
21
日
㈮

主
催　

湘
南
倶
楽
部　

担
当　

古
川　

信
之

　
　

☎
０
４
５
（
２
７
２
）
３
３
０
５

　
　
　

平
澤　

正
司

　

FAX
☎
０
４
４
（
９
４
４
）
４
７
７
６

　
　
　

塩
田　

京
子

　
　

☎
０
４
６
７
（
４
５
）
９
４
５
８

 

四
季
折
　々

花
の
楽
園
「
あ
し
か
が

　
　

 

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
藤
ま
つ
り
！
」

　

Ｃ
Ｎ
Ｎ｢

２
０
１
４
年
に
か
な
え
た

い
『
夢
の
旅
』
10
選
」
に
、
日
本
で
唯

一
選
定
さ
れ
た
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
を
訪
ね
る
バ
ス
旅
で
す
。

　

６
０
０
畳
敷
き
の
大
藤
棚
３
面
と
、

８
０
ｍ
の
白
藤
の
ト
ン
ネ
ル
な
ど
、
世

界
一
美
し
い
藤
棚
の
幻
想
的
な
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

５
月
10
日
㈬　

雨
天
決
行

集
合　

横
浜
天
理
ビ
ル
前

　
　
　

７
時
50
分
厳
守　

８
時
出
発　

行
程　

横
浜
天
理
ビ
ル
前　

あ
し
か
が

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
（
園
内
自
由

見
学
・
昼
食
）　

横
浜
天
理
ビ

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

 

（
所
属
ク
ラ
ブ
名
・
年
齢
要
）

ル
前
（
18
時
頃
到
着
予
定
）

　
　

＊
当
日
は
混
雑
で
時
間
が
前
後
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

定
員　

25
名
（
最
少
催
行
人
員
20
名
）

会
費　

１
０
０
０
０
円
（
バ
ス･

有
料

道
路･

駐
車
料
・
昼
食
｟
弁
当
・

お
茶
付
｠
・
保
険
・
写
真
代
込
）

締
切　

４
月
25
日
㈫

　
　

＊
取
消
料
は
２
日
前
か
ら
40
％
、

　
　
　

当
日
100
％

主
催　

湘
南
倶
楽
部

担
当　

金
井　

利
男

　

FAX
☎
０
４
２
（
３
１
９
）
２
５
５
６

　
　
　

尾
野　

通
男

　

☎
０
９
０
（
８
８
９
４
）
３
８
７
８

 

な
ん
た
い
倶
楽
部
新
緑
の
集
い

　
「
い
つ
ま
で
も
新
緑
の
よ
う
な
気
分

で
い
よ
う
！
」
と
の
合
言
葉
で
始
ま
っ

た
こ
の
懇
親
会
も
第
４
回
を
迎
え
ま
す
。

　

元
気
に
挨
拶
を
交
わ
し
、
爽
や
か
な

一
日
を
楽
し
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
は
あ
な
た
と
会
え
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

期
日　

５
月
13
日
㈯

集
合　

12
時
（
開
宴
）

会
場　

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
85

　
　
　

宇
都
宮
市
江
野
町
１―

15

　
　
　

大
通
り
本
町
交
差
点
を
市
役
所

方
面
に
進
み
、
オ
リ
オ
ン
通
り

交
差
点
の
手
前
、
左
側

　
　

☎
０
２
８
（
６
５
１
）
０
０
８
５

会
費　

４
０
０
０
円

締
切　

４
月
17
日
㈪

主
催　

な
ん
た
い
倶
楽
部

担
当　

林　
　

守

　

☎
０
８
０
（
５
１
９
０
）
４
６
３
８

　
　
　

な
ん
た
い
倶
楽
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

主　
　

催

４
月  

14
日 

㈮

17
日 

㈪

19
日 

㈬

21
日 

㈮

26
日 

㈬

28
日 

㈮

５
月  

5
日 

㈮

10
日 

㈬

12
日 

㈮

13
日 

㈯

25
日 

㈭

26
日 

㈮

26
日 

㈮

中
山
道
を
歩
く
（
第
８
回
）Ｂ

２
０
１
７
年
度
北
関
東
倶
楽
部
総
会
と
懇
親
会（
１
泊
２
日
）

お
江
戸
日
本
橋
・
神
田
川
ク
ル
ー
ズ
と
日
本
銀
行
見
学（
１
班
）

お
江
戸
日
本
橋
・
神
田
川
ク
ル
ー
ズ
と
日
本
銀
行
見
学（
２
班
）

清
水
公
園
つ
つ
じ
の
お
花
見
会

京
浜
工
業
地
帯
夜
景
ク
ル
ー
ズ
と
イ
タ
リ
ア
郷
土
料
理

中
山
道
を
歩
く
（
第
９
回
）Ａ

あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
藤
ま
つ
り

中
山
道
を
歩
く
（
第
９
回
）Ｂ

な
ん
た
い
倶
楽
部
新
緑
の
集
い

八
方
ヶ
原
へ
ツ
ツ
ジ
を
訪
ね
て
ハ
イ
キ
ン
グ

我
が
街
紹
介
シ
リ
ー
ズ（
第
１
回
）落
合
散
歩
と
記
念
館
め
ぐ
り

関
東
の
茶
所
狭
山
で
茶
摘
み
体
験

北
関
東

北
関
東

さ
き
た
ま

さ
き
た
ま

常
磐

湘
南

北
関
東

湘
南

北
関
東

な
ん
た
い

な
ん
た
い

東
京
２
３

さ
き
た
ま

実
施
日

◎
参
加
者
募
集
一
覧

内　
　
　
　

容

※

会
員
の
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

◎
関
東
支
部
総
会
の
お
知
ら
せ

　

２
０
１
７
年
度
関
東
支
部
総
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日
㈭　

総
会
10
時
〜

会
場　

東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル

　

詳
細
は
、
支
部
だ
よ
り
５
月
号
で

ご
案
内
し
ま
す
。

〒171-0022 東京都豊島区南池袋2-43-19  JTBビル内
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関東支部ホームページアドレス　http://jtbob.com/kanto_hp/index.html
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つ
ね

 
八
方
ヶ
原
へ
ツ
ツ
ジ
を
訪
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ハ
イ
キ
ン
グ

　

20
万
株
も
の
朱
色
の
ツ
ツ
ジ
が
、
あ

た
り
一
面
に
咲
き
乱
れ
る
八
方
ヶ
原
。

展
望
台
か
ら
は
、
日
光
や
那
須
の
連
山
、

関
東
平
野
も
望
め
ま
す
。

　

遊
歩
道
も
安
全
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、

家
族
連
れ
に
も
、
人
気
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
で
す
。

　

大
型
バ
ス
が
入
れ
な
い
た
め
、
募
集

人
員
は
27
名
で
す
。
常
連
の
方
も
、
お

早
目
の
お
申
し
込
み
を
！

期
日　

５
月
25
日
㈭　

雨
天
決
行

集
合　
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
東
口　

８
時

行
程　

宇
都
宮
駅　

矢
板　

八
方
ヶ
原

大
間
々
駐
車
場　
（
や
し
お

コ
ー
ス
）　

ミ
ツ
モ
チ
山
頂（
昼

食
）　
（
青
空
コ
ー
ス
）　

駐
車

場　

矢
板
城
の
湯
（
入
浴
・
休

憩
）　

道
の
駅
矢
板
（
買
い
物
）

　

宇
都
宮
駅

　
　
　

ハ
イ
キ
ン
グ
所
要
約
３
時
間
半

　
　
　
（
周
回
コ
ー
ス
・
休
憩
込
）

定
員　

27
名
（
最
少
催
行
人
員
20
名
）

会
費　

４
２
０
０
円
（
バ
ス
・
保
険
・

入
浴
料
込
）

　
　

＊
10
日
前
か
ら
取
消
料
３
０
０
０
円

　
　

＊
昼
食
・
雨
具
・
入
浴
タ
オ
ル
を

　
　
　

持
参

締
切　

５
月
８
日
㈪　

延
長
あ
り

主
催　

な
ん
た
い
倶
楽
部

担
当　

駒
場　

廣

　

☎
０
８
０
（
１
２
７
３
）
３
８
８
９

 

我
が
街
紹
介
シ
リ
ー
ズ
（
第
１
回
）

　
　
　

  

落
合
散
歩
と
記
念
館
め
ぐ
り

　

新
宿
区
落
合
は
、
神
田
川
と
妙
正
寺

川
が
合
流
す
る
所
で
あ
る
か
ら
そ
の
名

が
付
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
昔
か
ら
多

く
の
文
筆
家
や
芸
術
家
が
住
む
文
化
の

香
り
溢
れ
る
閑
静
な
街
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
全
行
程
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
案
内
で
、
放
浪
記
の
作
者
・
林
芙

美
子
記
念
館
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
連
作
・

下
落
合
風
景
を
描
い
た
夭
折
の
天
才
画

家
・
佐
伯
祐
三
ア
ト
リ
エ
記
念
館
、
東

の
長
谷
寺
と
い
わ
れ
る
薬
王
院
、
そ
の

昔
将
軍
の
御
狩
場
だ
っ
た
お
と
め
山
公

園
、
近
衛
公
爵
家
敷
地
跡
の
旧
近
衛
町

あ
た
り
を
散
策
し
ま
す
。

　

最
後
は
、
病
魔
と
闘
い
な
が
ら
画
業

を
続
け
、
代
表
作
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
氏
の

像
を
描
い
た
中
村
彝
ア
ト
リ
エ
記
念
館 

を
見
学
し
、
目
白
駅
へ
向
か
い
ま
す
。

期
日　

５
月
26
日
㈮

集
合　

西
武
新
宿
線
中
井
駅
改
札
口

　
　
　

10
時

行
程　

中
井
駅　

林
芙
美
子
記
念
館

　
　
　

佐
伯
祐
三
ア
ト
リ
エ
記
念
館

　
　
　

薬
王
院　

お
と
め
山
公
園　

近

　
　
　

衛
公
爵
家
敷
地
跡　

中
村
彝
ア

　
　
　

ト
リ
エ
記
念
館　

目
白
駅　

和

　
　
　

風
創
作
料
理
（
昼
食
）

　
　
　
（
15
時
頃
解
散
予
定
）

定
員　

25
名

会
費　

３
５
０
０
円
（
昼
食
・
イ
ヤ
ホ

ン
ガ
イ
ド
・
入
館
料
・
保
険
込
）

主
催　

東
京
２
３
倶
楽
部

担
当　

岩
月　

光
司

　

☎
０
９
０
（
１
４
６
９
）
０
５
０
６

 

関
東
の
茶
所
狭
山
で
茶
摘
み
体
験

　
「
色
は
静
岡
、
香
は
宇
治
よ
、
味
は

狭
山
で
と
ど
め
さ
す
」
と
い
わ
れ
る
日

本
の
お
茶
三
大
産
地
の
一
つ
、
狭
山
で

お
茶
摘
み
体
験
を
し
ま
す
。

　

お
茶
摘
み
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、
茶
畑
で

の
お
茶
摘
み
体
験
、
お
茶
の
葉
天
ぷ
ら

の
味
見
を
し
ま
す
。
そ
の
後
、
広
大
な

智
光
山
公
園
に
あ
る
バ
ラ
園
で
春
バ
ラ

を
鑑
賞
し
な
が
ら
散
策
。

　

昼
食
は
、
日
高
市
の
「
サ
イ
ボ
ク
ハ

ム
」
で
幻
の
豚
肉
ゴ
ー
ル
デ
ン
ポ
ー
ク

を
賞
味
し
ま
す
。
食
後
、
牧
場
直
送
の

豚
肉
・
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
シ
ョ

ツ
ピ
ン
グ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
日　

５
月
26
日
㈮

集
合　
Ｊ
Ｒ
桶
川
駅
改
札
口
前　

９
時

行
程　

桶
川
駅　

狭
山
宮
野
園　

智
光

山
公
園　

サ
イ
ボ
ク
ハ
ム　

桶

川
駅
（
17
時
頃
到
着
予
定
）

定
員　

30
名

会
費　

８
０
０
０
円
（
バ
ス
・
体
験

　
　
　

料
・
昼
食
・
保
険
込
）

締
切　

５
月
19
日
㈮

主
催　

さ
き
た
ま
倶
楽
部

担
当　

高
田　

輝

　
　

☎
０
４
８
（
９
３
５
）
６
８
５
７

 

第
65
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
　
　

 

な
ん
た
い
倶
楽
部
（
告
知
）

期
日　

５
月
16
日
㈫

場
所　

イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ

集
合　

８
時
40
分

ス
タ
ー
ト　

９
時
10
分

募
集　

３
組
12
名

費
用　

プ
レ
ー
費　
　
　

６
４
０
０
円

　
　
　
（
セ
ル
フ
カ
ー
ト
・
昼
食
込
）

　
　
　

参 

加 
費　

男
性
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

女
性
１
０
０
０
円

締
切　

５
月
８
日
㈪

主
催　

な
ん
た
い
倶
楽
部

担
当　

栁
田　

満
一

　
　

☎
０
２
８
５
（
８
２
）
０
２
８
２

 

第
56
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

 　
　
　
　
　
　

常
磐
倶
楽
部
（
告
知
）

期
日　

５
月
29
日
㈪

場
所　

富
士
Ｏ
Ｇ
Ｍ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
　
　

出
島
コ
ー
ス

集
合　

７
時
45
分

ス
タ
ー
ト　

８
時
21
分

募
集　

８
組
32
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

１
０
０
０
０
円

　
　
　
（
昼
食
込
・
65
歳
以
上
免
税
有
）

　
　
　

参 

加 

費　
　

２
０
０
０
円

　
　
　
（
賞
品
・
パ
ー
テ
ィ
ー
代
込
）

締
切　

５
月
15
日
㈪

主
催　

常
磐
倶
楽
部

担
当　

斉
藤　

弥
一

　
　

☎
０
４
（
７
１
０
７
）
２
５
０
８

　
　
　

西
袋　

哲
也

　
　

☎
０
４
（
７
１
２
４
）
２
２
６
０

◎
第
63
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ（
報
告
）

　

1
月
17
日
、
ニ
ュ
ー
セ
ン
ト
ラ
ル
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
に
お
い
て
、
８
名
の
参
加

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

晴
れ
て
は
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
１

月
、
気
温
が
低
く
難
渋
し
ま
し
た
。
表

彰
パ
ー
テ
ィ
で
も
ス
コ
ア―

が
話
題
と

な
り
「
ベ
テ
ラ
ン
で
も
寒
さ
に
は
負
け

た
ネ
！
」
と
の
総
評
で
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

淵
岡　
　

仁
さ
ん　

105
26
79

準
優
勝　

栁
田　

満
一
さ
ん　

103
12
91

第
３
位　

内
田　

久
雄
さ
ん　

102
11
91

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栁
田　

記
）

◎
蕎
麦
打
ち
体
験
会
（
報
告
）

　

昨
年
、
大
好
評
だ
っ
た
「
蕎
麦
打
ち

体
験
会
」
の
第
２
回
目
を
２
月
４
日
に

19
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

有
段
者
に
よ
る
模
範
打
ち
を
行
い
、

私
達
は
指
導
を
受
け
な
が
ら
交
代
で
練

り
・
伸
し
・
切
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

料
理
自
慢
は
、
鴨
汁
を
作
り
、
畑
か

ら
直
送
の
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
新

鮮
野
菜
で
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
ま
す
。
あ

ち
こ
ち
で
、
賑
や
か
に
会
話
も
弾
ん
で

い
ま
す
。

　

打
ち
立
て
・
茹
で
立
て
の
蕎
麦
と
、

揚
げ
立
て
の
か
き
揚
げ
が
並
び
、
出
汁

の
効
い
た
鴨
汁
が
分
け
ら
れ
て
「
い
た

だ
き
ま
〜
す
」。
皆
、
口
々
に
「
美
味

し
い
美
味
し
い
」
と
連
呼
、
満
面
の
笑

み
で
し
た
。
お
土
産
の
蕎
麦
も
い
た
だ

き
、
大
満
足
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
山　

記
）

な
ん
た
い
倶
楽
部

第309号 （2）



ひ
よ
ど
り
さ
ら

た
す
き

つ
つ
が

◎
湘
南
倶
楽
部
25
周
年
記
念
新
年
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
）

　

１
月
26
日
、
創
立
25
周
年
記
念
新
年

会
を
、
横
浜
「
崎
陽
軒
本
店
」
に
て
、

１
２
０
名
（
他
倶
楽
部
25
名
）
の
参
加

で
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

矢
部
世
話
人
代
表
か
ら
、
倶
楽
部
の

歴
史
を
交
え
た
挨
拶
が
あ
り
、
茂
原
支

部
長
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
横
浜
エ
リ
ア
杉

山
統
括
部
長
の
挨
拶
の
後
、
本
部
新
倉

会
長
の
乾
杯
の
発
声
で
開
宴
し
ま
し
た
。

　

今
回
初
の
試
み
と
し
て
、
ス
ラ
イ
ド

に
よ
る
写
真
の
投
影
と
写
真
の
展
示
、

抽
選
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
写
真
の
投

影
や
展
示
に
は
、
懐
か
し
い
と
の
声
が

聞
か
れ
、
歓
談
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
写
真
を
提
供
い
た
だ
い
た
皆

様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
仲
間
と
酒
を
酌
み
交
わ

し
、
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
の
歓

談
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
大
原
槻

二
さ
ん
の
中
締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
平
澤　

記
）

　
◎
ご
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

　

秋
た
け
な
わ
の
頃
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
「
菊
花
展
」
を
ご
覧
に
な
り
、
ふ
と

そ
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
は
、
菊
花
の
美

し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
心
の
和
み
を
感
じ
、

菊
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

菊
づ
く
り
は
、
日
々
わ
ず
か
な
時
間

で
大
丈
夫
。
優
し
い
気
持
ち
で
根
気
よ

く
育
て
れ
ば
、
ど
ん
な
所
で
も
秋
に
は

必
ず
き
れ
い
な
花
が
咲
き
、
健
や
か
な

喜
び
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
楽
し
み
の
一
つ
に
、
菊
づ
く
り
を
始

め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

菊
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

４
月
12
日
㈬
11
時
か
ら
今
年
最
初
の
例

会
を
開
催
し
ま
す
。
お
仲
間
入
り
を
一

同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

連
絡
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
ま
で
。

　
　
（
世
話
役　

宮
嶋
・
阿
部
・
北
垣
）

◎
合
宿
お
よ
び
第
４
回
関
東
大
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催（
告
知
）

　

第
４
回
関
東
テ
ニ
ス
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
同
時
に
合
宿
・
前
夜
祭
も
行
い

ま
す
。
な
お
、
連
絡
・
記
録
・
呼
出
な
ど
、

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
参
加
者
は
特
に
優

遇
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。　

期
日　

５
月
19
日
㈮
〜
20
日
㈯

宿
泊
・
会
場
那
須
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

　
　
　

大
田
原
市
湯
津
上
２
７
４
５

　
　

☎
０
２
８
７
（
９
８
）
２
８
１
１

　
　
　
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
か
ら
送
迎
あ
り

集
合　
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅　

７
時

　
　
　

会
場
直
行　

８
時
30
分

試
合　

シ
ン
グ
ル
ス
＝
男
女
混
合

　
　
　

Ａ
・
Ｂ
ラ
ン
ク
別
リ
ー
グ
戦

　
　
　

ダ
ブ
ル
ス
＝
Ａ
・
Ｂ
ラ
ン
ク

　
　
　

組
み
合
わ
せ
の
リ
ー
グ
戦　

会
費　

出
場
選
手　

１
３
９
０
０
円

　
　
　

審
判
等
事
務
局
員
３
０
０
０
円

　
　
　
（
共
に
１
泊
２
食
・
昼
食
２
回
・

　
　
　

豪
華
賞
品
込
）

締
切　

５
月
８
日
㈪

　
　
　

翌
日
か
ら
取
消
料
３
０
０
０
円

申
込　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局

担
当　

宮
本　

勲

　

☎
０
９
０
（
４
９
３
２
）
７
６
６
５

　
　

テ
ニ
ス
同
好
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://kantotennis.blog.fc.com

◎
テ
ニ
ス
同
好
会
新
年
会
（
報
告
）

　

１
月
13
日
、
定
例
練
習
の
後
、
会
認

定
審
判
団
３
名
を
含
め
総
勢
21
名
で
新

年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

水
島
会
長
の
「
ダ
ブ
ル
フ
ォ
ル
ト
を

無
く
し
、
プ
レ
ー
に
向
上
心
を
持
っ
て

臨
も
う
」
と
の
叱
咤
激
励
の
挨
拶
で
宴

は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

時
が
経
つ
に
つ
れ
、
い
つ
も
通
り
に

和
気
ワ
イ
ワ
イ
と
盛
り
上
が
る
中
、
お

互
い
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
誓
い
、
星
野

前
会
長
の
一
本
締
め
で
散
会
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
栁
田　

記
）

◎
平
成
29
年
度
第
２
回
戦
（
告
知
）

　

爽
や
か
な
風
が
青
葉
若
葉
を
揺
ら
す

季
節
。
芝
生
も
鮮
や
か
な
緑
色
に
な
り
、

ボ
ー
ル
の
転
が
り
具
合
も
４
月
と
は
違

う
と
思
い
ま
す
。

　

八
千
代
の
林
間
コ
ー
ス
で
ナ
イ
ス

ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。

期
日　

５
月
18
㈭

場
所　

オ
ス
カ
ー
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
公
園

　
　
　

八
千
代
コ
ー
ス

集
合　

新
京
成
線
北
習
志
野
駅　

９
時

　
　
　

会
場
直
行
の
方
は　

９
時
45
分

会
費　

２
０
０
０
円
（
プ
レ
ー
・
レ
ン

　
　
　

タ
ル
・
賞
品
代
込
）

昼
食　

割
烹
「
く
す
の
き
」
に
て
昼
食

　
　
　

１
２
０
０
円
、
同
時
に
表
彰
式

申
込　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局

担
当　

三
富　

照
雄

　
　

☎
０
４
７
（
４
５
７
）
４
１
７
０

◎
１
月
・
２
月
の
互
選
句

　

兼
題
は

　

１
月
は
「
松
の
内
・
他
」（
〇
印
）

　

２
月
は
「
春
浅
し
・
他
」（
◇
印
）

〇
駅
伝
の
襷
は
京
の
雪
化
粧

◇
不
忍
の
水
面
に
溶
け
し
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

勝
彦

〇
初
鏡
口
角
上
げ
て
笑
顔
あ
り

◇
古
民
家
の
土
間
の
広
さ
や
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
川　

春
枝

〇
真
珠
湾
三
重
県
な
り
と
新
成
人

◇
初
雪
や
葱
畑
青
き
中
山
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木　

茂
子

〇
松
の
内
カ
レ
ー
の
匂
ひ
隣
家
で
も

◇
春
浅
し
金
星
月
を
待
ち
受
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

幸
子

〇
恙
な
く
子
と
そ
の
子
ら
と
年
迎
ふ

◇
梅
ほ
つ
ほ
つ
人
ほ
つ
ほ
つ
と
弛
び
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
宮　

澄
子

〇
川
の
面
に
良
き
光
あ
り
松
の
内

◇
白
鷺
の
舞
ひ
降
る
川
面
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

英
雄

◇
図
書
館
に
文
学
老
女
日
脚
伸
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
三
喜
子

〇
実
千
両
鵯
攫
う
松
の
内

◇
豪
雪
の
ど
さ
り
と
落
ち
し
目
覚
め
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

遊
生

◎
１
月
・
２
月
の
互
選
句

　

１
月
の
題
は
「
辛
口
」（
〇
印
）

　

２
月
の
題
は
「
年
金
」（
◇
印
）

〇
辛
口
も
老
い
て
茶
菓
子
に
チ
ョコつ
ま
み

◇
年
金
で
力
ま
ず
生
き
て
大
往
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

〇
少
し
だ
け
辛
口
批
評
老
い
の
知
恵

◇
年
金
で
範
囲
が
決
ま
る
旅
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

〇
辛
口
の
コ
メ
ン
ト
真
の
師
弟
愛

◇
年
金
日
福
沢
さ
ん
に
再
会
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

〇
辛
口
が
売
り
で
人
気
の
評
論
家

◇
年
金
へ
ま
だ
生
き
て
る
と
返
事
だ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

実

〇
辛
口
も
酔
っ
て
し
ま
え
ば
皆
同
じ

◇
年
金
は
要
ら
ぬ
と
言
っ
て
も
返
せ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
満　
　

武

〇
辛
口
の
コ
ラ
ム
が
好
き
な
腹
の
虫

◇
趣
味
二
三
年
金
暮
ら
し
板
に
付
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

恵
子

〇
辛
い
酒
も
た
っ
と
せ
ず
に
切
れ
上
が
る

◇
さ
さ
や
か
に
贅
を
楽
し
む
年
金
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

圭
子

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

テ
ニ
ス
同
好
会

第309号（3）



訃
　
　
　
　
報

佐
藤　

智
信
さ
ん　
　

（
82
歳
）

平
成
28
年
10
月
26
日

佐
々
木
昭
次
郎
さ
ん　

（
89
歳
）

平
成
28
年
11
月
19
日

海
東　
　

誠
さ
ん　
　

（
96
歳
）

平
成
29
年
１
月
８
日

井
上　

敏
子
さ
ん　
　

（
75
歳
）

平
成
29
年
１
月
11
日

千
原　
　

浩
さ
ん　
　

（
73
歳
）

　

平
成
29
年
１
月
20
日

墨
江　

正
彦
さ
ん　
　

（
78
歳
）

平
成
29
年
１
月
26
日

松
本　

英
夫
さ
ん　
　

（
82
歳
）

平
成
29
年
２
月
13
日

野
口
美
枝
子
さ
ん　
　

（
69
歳
）

平
成
29
年
２
月
18
日

謹
ん
で
心
か
ら

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
辛
口
も
甘
口
も
な
い
ク
リ
ス
マ
ス

◇
掛
け
金
は
取
り
戻
し
て
る
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
濃　

祥
二

〇
辛
口
の
批
判
で
キ
ャ
リ
ア
棒
に
振
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

〇
辛
辣
な
意
見
が
役
立
ち
今
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

◎
第
56
回
囲
碁
大
会
（
報
告
）

　

1
月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。

優　

勝　

田
中
恵
一
郎
さ
ん

準
優
勝　

佐
々
木
光
也
さ
ん

　

他
の
参
加
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

飯
塚
卓
郎　

野
沢
篁
一　

大
林
明
彦

清
田
一
臣　

森
岡
慶
明　

平
林
義
孝

尾
澤
伸
一

　

近
頃
の
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
犬
や

猫
を
利
用
し
た
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
増
え

て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
そ
れ

ら
を
見
る
に
つ
け
、
１
年
半
前
に
16
歳

で
天
寿
を
ま
っ
と
う
し
た
我
が
家
の

ウ
ェ
ル
シ
ュ
コ
ー
ギ
ー
「
ケ
ン
」
を
思

い
出
し
ま
す
。
近
所
で
も
と
て
も
評
判

の
良
い
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
愛
す
べ
き

え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
河
津
の
Ｐ
Ｒ
！

　

早
咲
き
の
河
津
桜
は
緋
寒
桜
と
大
島

桜
の
自
然
交
配
と
い
わ
れ
、
２
月
初
旬

か
ら
蕾
が
ほ
こ
ろ
び
、
３
月
上
旬
ま
で

ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
原
木

は
田
中
地
区
の
飯
田
宅
に
あ
り
、
町
の

木
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
中
に

は
70
万
人
も
の
見
物
客
が
訪
れ
、
遊
歩

道
や
道
路
は
大
混
雑
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
来
宮
神
社
の
大
楠
は
樹
齢

千
年
と
推
定
さ
れ
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
人
気
上
昇
中
。
目
の
前
の
河
津

川
は
伊
豆
で
も
有
数
の
鮎
釣
り
の
ス

ポ
ッ
ト
。
水
が
き
れ
い
な
の
で
味
は
抜

群
、
夏
は
川
遊
び
も
楽
し
め
ま
す
。

　

の
ど
か
な
田
舎
生
活
に
ど
っ
ぷ
り
浸

か
り
、
大
好
き
な
植
木
と
猫
に
囲
ま
れ

て
も
う
少
し
頑
張
ろ
う
と
、
少
々
弱
気

な
体
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

　　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
の
は
次
の
40
名

の
方
々
で
す
。

〈
１
月
分
〉

井
田
悦
雄　

荻
野
次
郎　

加
藤
弘
朗

鎌
滝
政
江　

金
井
利
男　

高
田　

輝

坂
井
正
夫　

三
枝
敏
一　

山
下
芳
雄

小
林
義
人　

西
袋
哲
也　

船
山
里
子

増
山
博
士　
多
々
良
正
子　

東
郷
栄
子

内
田
寛
治　

野
口
巻
夫　

矢
部
和
郎

鈴
木
美
枝　

鈴
木
和
子　

齋
藤
忠
利

〈
２
月
分
〉

新
屋
雅
秀　

五
十
嵐
隆　

池
田　

勇

池
田　

武　

池
田
政
夫　

猪
俣
義
和

入
江
貞
夫　

尾
野
道
男　

鹿
島
和
廣

加
藤
弘
朗　

鈴
木
廣
義　
多
々
良
正
子

中
川
信
昭　

中
村
雄
征　

新
倉
武
一

野
口
英
明　

橋
本
紀
子　

林　
　

守

幸
平　

豊

　

ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
購
入
者
は
次
の
23
名

の
方
々
で
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

〈
１
月
分
〉

伊
藤
勝
利　
会
田
三
重
子　

江
口
明
治

佐
藤　

正　

柴
崎
松
實　

小
林
哲
二

西
袋
哲
也　

川
島
秀
元　

中
川
信
昭

中
島
嘉
秋　

武
藤
正
次　

茂
原
史
則

野
口
正
太
郎　

矢
部
和
郎　

林　
　

守

〈
２
月
分
〉

陰
山
卓
司　

河
村　

元　
国
松
千
恵
子

小
杉
啓
治　

駒
野
紀
雄　

森　

英
一

行
平
武
雄　

吉
田　

賢

◎
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
新
設

　

情
報
交
換
の
輪
を
広
げ
る
た
め
会
員

向
け
の
お
知
ら
せ
を
載
せ
ま
せ
ん
か
！

※

新
た
に
〇
〇
同
好
会
を
設
立
し
た
い

の
で
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※

今
度
個
展
を
開
き
ま
す
・
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　

な
ど
な
ど
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
活
動

や
お
知
ら
せ
の
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま

す
。
但
し
、
営
業
・
政
治
思
想
・
宗
教

に
関
す
る
情
報
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◎
会
員
だ
よ
り
原
稿
募
集
中

　

会
員
の
皆
様
の
、旅
行
記
、夢
や
抱
負
、

自
慢
、
趣
味
や
近
況
な
ど
、
是
非
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

６
０
０
字
（
15
文
字×

40
行
）
程
度

の
原
稿
に
、
タ
イ
ト
ル
を
付
け
、
写
真

を
添
え
て
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
（
支
部

だ
よ
り
担
当
）
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

事
務
局　

〒
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０
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２
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豊
島
区
南
池
袋
２―

43―

19

　
　
　
　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局

　
　
　
　

支
部
だ
よ
り
担
当

　
　
　
　

job@
proof.ocn.ne.jp

◎
関
東
支
部
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会

　

関
東
支
部
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
例

年
春
季
・
秋
季
と
年
２
回
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
年
１

回
、
秋
季
10
月
だ
け
の
開
催
と
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

募
集
に
つ
い
て
は
、
関
東
支
部
だ
よ

り
８
月
号
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

期
日
・
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

期
日　

10
月
16
日
㈪

場
所　

紫
あ
や
め
３
６
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
）

ペ
ッ
ト
の
思
い
出

越　

精
次

河
津
に
移
り
住
ん
で

峰　

実
子

会
員
だ
よ
り

存
在
で
し
た
。

　

毎
日
、
朝
夕
と
一
緒
に
散
歩
を
し
て

い
た
の
で
、
い
な
く
な
っ
た
後
の
寂
し

さ
は
言
い
表
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

診
察
で
、
近
く
の
獣
医
の
と
こ
ろ
行
く

の
が
大
好
き
で
、
車
が
近
づ
く
と
大
喜

び
で
跳
ね
回
る
始
末
。
診
察
室
で
は
先

生
に
飛
び
つ
い
て
大
喜
び
，
注
射
を
さ

れ
て
も
全
く
嫌
が
る
こ
と
も
無
く
、
は

し
ゃ
い
で
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
ケ
ン
が
16
歳
に
近
づ
き
、
体
が

弱
っ
て
き
て
立
ち
上
が
る
の
も
ま
ま
な

ら
な
い
状
態
の
頃
に
、
往
診
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
先
生
が
部
屋
に
入
っ
て

来
る
と
懸
命
に
立
ち
上
が
り
、
よ
ろ
よ

ろ
と
先
生
の
所
に
歩
み
寄
っ
た
の
に
は

家
中
で
び
っ
く
り
し
た
も
の
で
す
。
余

程
先
生
が
好
き
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

先
生
も
こ
ん
な
犬
は
見
た
こ
と
が
無
い

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

ケ
ン
は
こ
の
２
日
後
の
朝
、
妻
と
二

人
で
見
守
る
中
静
か
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

今
も
心
に
残
る
思
い
出
の
一
つ
で
す
。

　

脱
サ
ラ
し
て
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
始
め
、

は
や
14
年
に
な
り
ま
す
。
当
初
は
戸
惑

う
こ
と
ば
か
り
。
一
番
苦
労
し
た
の
は

夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー
作
り
で
し
た
。

　

地
元
の
人
達
に
は
〝
峰
温
泉
の
峰
さ

ん
〞
？
と
す
ぐ
に
覚
え
て
も
ら
え
、
い

ろ
い
ろ
と
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
２
部
屋
限
定
の
宿
、
掛
け

流
し
の
貸
切
露
天
風
呂
、
ペ
ッ
ト
可
、

こ
だ
わ
り
の
地
元
食
材
を
活
か
し
た
料

理
に
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
、
お
客
様
と

も
家
庭
同
様
の
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
海
・
山
・
川
の

自
然
の
恵
み
と
小
さ
な
宿
の
お
も
て
な

し
が
強
み
と
な
り
、
ネ
ッ
ト
予
約
も
増

お
客
様
紹
介
運
動
の

実　
　

績

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

お

知

ら

せ

囲

碁

同

好

会
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